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瀬戸大橋の 開通

The　Openning　of 　the　Seto　Ohashi　Bridge

や ま　 　 　 　 　 ね

山　　根 誉

　 4 月ユ0日 ， 瀬戸大橋，本州と四国とを初め て 道路 と鉄道

の 陸路 で結ぶ，本州 四 国連絡橋児島 ・坂出 ル ートが開通 し

た （口 絵 写 真参照）。

　明治22年 5月 ， 四 国新道 の 企画 ， 推進 に挺身 した大久保
じん の じ よ う

讙 之 丞 は ， 讃岐鉄道株式会社 の 丸亀
．
多度津　琴平線 の 開

　 　 　 　 　 　 　 し　h く

通祝賀会 で ，　 「塩 飽 諸島 ヲ橋 台 トシ テ 架橋連絡 セ シ メ バ ，

常 二 風波 ノ 憂 ナ ク ， 南来北向東奔西走瞬時 ヲ 費サ ズ，ソ レ

国利民福 コ レ ヨ リ大 ナ ル ハ ナ シ 」 と提唱 され た。以来99年

を経 た。

　 こ れ に先だっ 2 か 月前 ，
ニ ュ ・一一ヨ ーク の イ ー

ス ト川を渡

り，明治 16年 5 月開通 を み た Brooklyn橋 ， 当時世界一
で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　 と

あ っ た 中央支間長486m の 吊橋の 絵馬 （石版画） が，金刀
ひ 　 ら　 ぐ う

比 羅宮に奉納され て い る 。 こ の 橋の 基礎 に は ， 空気 ケ
ー

ソ

ン工 法 が用 い られ て い る 。馬車 と鉄道，帆船 と蒸気船 の 時

代 で あ っ た 。

　 昭和15年 4 月 ， 内務省神戸土木出張所長で あっ た 原 m 忠

次郎 は，鳴門海峡架橋構想を提案 され，こ れ に 続 く夢 と し

て，明石 海峡大橋 を描 か れ た。ザ ン フ ラ ン シ ス コ 湾 口 に は ，

昭和12年 5月，中央支閊長 1280m の Golden　Gate橋がか

け られ て い る 。南側主塔基礎 の 施 工 に は，苦 労 の あ っ た 橋

で も あ る。同氏 は，戦後神戸市長 と して 本州 四 国連絡橋 に

情熱 を注がれた。

　本州四 国 連絡橋 の 本格的 調 査 は ， 約 30 年前 に さか の ぼ

る 。 昭和37年 1 月 か ら42年 5 月 まで 5 年余 に わ た り，土木

学会本州四 国連絡橋技術調査委員会 に お い て ，学際的か っ

専 門的な 検討 ・審議 が 行 わ れ，こ れ に 基 づ い て 調査対象ル

ー
トの 工 期 ・工 費 が 見積 られ，経済的妥当性が 検証 され

た 。昭和44年 5 月閣議決定 され た 新全 国 総合開発計画 で は ，

「本州 四 国連絡橋 と し て
， 神戸 ・鳴門間 ， 児島 ・坂出問 お

よび 尾道 ・今治間 の 建設 を は か る」 こ と とな っ た 。

　昭 和45年 7 月 1 目，本州 と四 国 に か か わ る 有料 の 道路 お

よび 鉄道 の 建設お よび 管理 を総合的か つ 効率的 に 行 うこ と

を 目的と して ， 本州 四 国連絡橋公団 が発足 した。昭和48年

3 ル ート同 時着工 が ， 同 年 11月石 油危機 に よ る 総需要抑制

策に よ り延期， 50年 8 月 に い た っ て 当面 の 建設方針が決定
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 おお　み　しま

され た 。 こ れ に基づ き ， い わ ゆ る 地域開発橋 として 大三 島
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お おなう　と

橋 （支問長 297m の ア
ー

チ 橋），大鳴門橋 （中央支間長876
　 　 　 　 　 い ん の し ま　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 は か た お お し ま

m の 吊橋）， 因島大橋 （同 770 ・n の 吊橋），後 に伯方大島大

橋 （同 560m の 吊橋ほ か ）を順次着工
，

こ れ ら 4 橋は い ず

れ も供用 し，そ れ ぞ れ の 効果 を あ げて い る。

　 当面早 期完成を は か る道路 鉄 道併用橋 と して の ル
ートは ，

第三 次全国総合開発計画 （昭和52年11月）で ， 児島 ・坂出

ル
ートと決定 ， 環境影響評 価の 実施 ， 旅客船問題等 に関す

る対策 の 基本方針 の 確 立 な ど を経 て ，昭和 53年 10月10日着

工 の 運 び と な っ た 。

　海峡部 は ，道路鉄道併用 の 長径問吊橋 3 橋，斜張橋 2 橋

な ど を主橋梁 とす る，世界的規模 の 長大橋梁群で あ り，台

風 地震，水深，潮流な ど の 自然条件は きび し く，そ の ル

ー
トは 瀬戸内海国立公園 を通過 し，国際航路 を含む船舶 の

ふ くそ うす る海域を横断す る 。

　長年に わ た る調査 ・研究， 多くの 難しい 技術的課題 の 克

服，さ ま ざ ま な技術開発 な ど が 進 め られ，技術 の 粋 を結集

し， 用地提供者，漁業関係者 ，海事関係者 の 理解 と協力 の

もとに ， 総 じ て 順調 な事業 の 進展をみ た。

　 こ こ に 瀬戸大橋 は， 9 年 6 か 月 の 歳月， 1 兆 1300 億円

の 建設費，延 90Q 万 人 の 工 事従
1

拝者に よ り ， 風 光明び な瀬

戸内海 の 自然 と調和し，20世紀 の 代表的 な所産の
一

つ と し

て 誕生 し た。

　 こ の 開通 は ， 関門海峡の 橋 ・トン ネル ， 青函 トン ネル と

あ わ せ て ， 我が国 の 主要 な 四 島を陸続きに す る と い う，歴

史的 な意義 を持 つ もの と言 え よ う。

1． 本州四 国連絡橋児島 ・坂出ルー トの概要

＊
本州四 国連絡橋公 団総裁

May ，1988

　児島 ・坂出ル ートは ，   本州側の 岡 山県都窪郡早島町で

山陽 自動車道 と
一

般国道 2号 に連結す る早島イ ン タ
ー

チ ェ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わ し ゆ う ぎ ん

ン ジ （IC）か ら南下 ， 水島 IC
， 児島 IC を経 て 鷲羽山に 至

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ つい しじま　　 いわ くろじま

り， 海蜘 隔約 1km の 下津井 瀬戸 を渡 り， 櫃石島，岩黒島，
わ 　 さ　 じ ま　 　 　 よ　 し ま

羽佐島， 与 島を経て ，海峡幅約 3．2km の 備讃瀬戸 （与島
　 　 　 み 　つ　 ご 　に ま 　　　　　　　　　　　　　　　 ば ん 　　 す

よ りに 三 ツ子 島） を渡っ て 四 国側番 の 州 に 達 し
， 坂出北IC

を経 て 坂出市川津町 で 四 国横断 自動車道 と
一

般国道11号に

連結す る 坂出 IC ま で の 延長 37・3km の 瀬戸 中央 自動車道

と，  倉敷市茶屋 町 で宇野線茶屋 町駅 か ら分岐して 南下 ，

植松駅，木見駅 ， 上 の 町駅 ， 児島駅 を経， 道路と共用 して

海峡部を渡 り，香川県綾歌郡宇多津町 の 宇多津駅 で 予讚本

線 に 接続す る 32・4km の 本 四 備讃線 と か ら なる。海峡部

を中心 に ，
13・1km が道路鉄道共用区間で ， 瀬戸大橋 と呼

ぶ 。

1
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一1　吊橋断 面

　構造規格 は，道路 に っ い て は 第一種 第 二 級 （設計速度

10  km ！th）の 4 車線 ， 鉄道につ い て は在来線甲種規格 （同

120km ！h）の 複線で あ る 。 な お ， 海峡部 の 橋梁などに つ い

て は ， 将来新幹線 を併設 で き る 構造 と して い る a ま た 陸上

部 は 50kg　N レ
ー

ル の ス ラ ブ軌道 ， 海峡部は 60　kg レ
ー

ル

の 鋼桁直結軌道の 構造 と し，直流 1500 ボ ル ト方式の 電車

線 と し て い る。道路鉄道併用区間 は ，道路 を上 層 ， 鉄道 を

下層 とす る二 層搆造 で あ る （図
一1）。

　海峡部 9．4km は ， 鷲羽 山 を トン ネ ル で 出 て ，下 津井瀬

戸大橋 （中央支問長940m の 吊橋）， 櫃石 島高架橋，櫃石

島橋 （同 420m の 斜張橋）， 岩黒 島高架橋 ， 岩黒島橋 （同

420m の 斜張橋）． 与島橋 （同 245 皿 の トラ ス 橋）， 与島高

架橋，北備讃瀬戸大橋 （同 990m の 吊橋）， 南備讃瀬戸大

橋 （同 1100m の 吊橋） に よ り四 国側 に達 し，番 の 州高架

橋に連な る 。

　す で にふ れ た よ うに ， 架橋海城 は国際航路 の 備讃瀬戸 は

じ め，海 上交通 の 要衝に あ た っ て お り，風，霧，波浪，潮

流 など船舶航行上 の 海象条件 もきび しい
。 橋梁計画 に あ た

っ て は，所要 の 航路幅 ， 航路高 （備讃瀬戸 で の 桁下高は 略

最高高潮面 か ら65m ）を確保 し て い る 。

　鷲羽山 トン ネル は ， 延 長そ れぞれ道路 205m ， 鉄道 230

1n の 二 段双設 トン ネル ，い わ ゆ る 四 つ 目 トン ネ ル で あ る

（図
一 2）。こ れ は，下津井瀬戸 大橋 の 上層道路，下層鉄道

の 二 層構造を， 至 近距離で受け 入 れ る こ とに よ る もの で あ

2

ル

図
一2 鷲羽山 トン ネル 断面

る が， トン ネル の 施 工 は 技術的 に 困 難 で あ る との 観点 か ら ，

当初切土 の 計画 で あ っ た。しか し こ の 地 区 は ， 瀬戸 内 海国

立 公園特別地 区 ， 名勝 「鷲羽 山」 で あ るた め ， 上 記 の 計画

とした もの で あ る 。 ま た ， 下津井瀬戸大橋 の 鷲羽山側 ア ン

カ レ イ ジ は ， 直接地 山 に定着 させ る ト ン ネ ル ァ ン カ
ー

に よ

る こ と と し， 地形改変 を最小限 に と どめ る 計画 とし た。

　櫃石島橋 岩黒 島橋 に っ い て も，当初 は ゲル バ ー
トラ ス

の 計画で あ っ た が，瀬戸内海 の 自然景観 と の 調和に 配慮，

斜張橋 と して い る。

2， 技術的意義 とそ の成果

　瀬戸大橋は ， きび しい 環境条件 で の 世界的規模 の 長大橋

梁群 で，道路鉄道併用橋 と し て は ま さ に世界
一，長径間吊

橋 と して ， 第 5 位 とな る 南備讃瀬戸大橋，第11位 とな る北

備讃瀬戸大橋 ， 第13位 とな る 下津井瀬戸大橋，斜張橋 と し

て も第3 位 と なる 櫃石島橋，岩黒 島橋 （併用橋 と し て は 第

1位）が主橋梁を構成する。

　 こ の 瀬戸大橋 は，我 が 国 の 科学技術 の 進展 を基盤 に ，長

年 に わ た る調 査 ・研 究，大規模 な 実験，実 地 試 験 な どが 積

み重 ね られ ， 耐風設計， 耐震設計は じ め未踏 の 分野に 及ぶ

設計基準，施 工 基準類の 確立 ，関 門橋，因島大橋，大鳴門

橋 な ど に お け る 経験，自然環境 ， 社会環境 を配慮 し た最適

な計画ない し設計 の 策定，現地 に 即 し た施 工 法 の 選択，材

料，細部設 計，要素 工 程 に わ た る さま ざま な技術開発，こ

れ まで の 技術 の 改良な ど
， 総力 が結集 され ， 高い 技術水準

で ， 安全 ， 確実か つ 効率的 な事業 の 遂行が はか られ て ， そ

の 完成を み た もの で あ る 。

　 い わ ば ， 我 が 国 の 橋梁技術 ， 土木技術 が ， こ の 分野 に お

い て 到達 し得 た 水準 を如実 に 示す もの で あ り，同時 に ま た

世界的水準に あ る こ とを象徴す る 。

　中央支間長 500m 以上 の 吊橋 は，本年，世界 に 31橋を数

え る が，こ の うち，こ の 20年間 で の 完成 は 13橋，我が国の

そ れ は 7 橋で あ る 。 そ して 他の 6 橋の うち 2 橋，す な わ ち

ザイー
ル の President　 Mebutu −Sese・Seko 橋 （モ ブツ 元帥

橋， 中央支間長 520m ， 昭和58年），　 トル コ の 2nd・Bos・

porus 橋 （第 2 ボ ス ポ ラス 橋 ， 同 1090m
， 本年完成予定）

は ， 我が国 の 技術に 負 うもの で あ る 。

　本州四 国連絡橋事業を通 じ て 研究開発 され ， 蓄積され た

数多 くの 技術 は ， 我 が 国 は もと よ り， 世界 の 長大橋 ， 海洋

構造物 の 建設等に大 きな意義を持つ
。 そ して ， 広範な分野

に おける 技術開発 に，さ まざま な イ ン パ ク トを与え る。

　昭和61年度 に事業化 された明石海峡大橋 は，中央支間長

1990m ，側支間長 960m ， 橋長 3910m の 吊橋 で ， 現在世

bl−一の イ ギ リス の Hu ・nber 橋 （ハ ン バ ー
橋，中央支間長

1410m ， 昭和56年） の 規模を 大き く上 回 る。し か も主塔基

礎で の 水深 は 40〜45m ，最大潮流 は 7 〜8 ノ ッ ト， 船舶 の

航行も多 く，瀬戸 大橋の 揚合に比 し，施 工 環境 は
一
段 と き

び しい
。 明石海峡大橋に は ， さ ら に新た な技術 の 開発 が 必

± と 基磁，36− 5 （364）
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要 で あ る が，瀬戸大橋 の 経験 が 活か され て 成立 っ もの と言

え よ う。

　以 下，技術的な成果 の い くっ か を例示 し よう。

　2．1 計画 ・設計 ・施工 の よるべ き基準類 の確立

　上部構造 設 計基準，下 部構造設計基準，耐風設計基準，

耐震設計基準，鋼橋等製作基準，鋳鍛鋼品製作基準，鋼橋

等塗装基準 ， 橋面舗装基準，材料規格，吊橋主塔設計要領，

緩衝桁軌道伸縮装置設 計 要 領 な ど50を越 え る。

　以 下 ， 耐風設計と耐震設計につ い て ふ れ る。

　耐風 設計は ， 構造部材 の 断面設計を主 体とする静的設計

と ， 暴風時 の 動 的安定性 の 確 保，風 荷重 算定 の た め の 空気

力係数の 検証 な ど の 風洞実験 に よ る動的設計か らな る 。 こ

れ らの 設計 の 基本 とす る 基本風速は，再現期間を 150 年と

し，海面 上 10m の 10分間平均風遠 と して い る 。 児島 ・坂出

ル
ートで は，43 皿 tsで ある。設計風速 は， こ の 基本風速

に 高度，応答特性，風 の 空問特性 を考慮 し，構造 ご と に 設

定 され る 。

　耐震設計につ い て は，紀伊半島沖，土佐沖にお い て，100

年 に 1 〜2 回発 生 が予想 さ れ るM8 程度の 地 震 を対象 と し，

地震時入力加速度 は 180ga 正と して い る 。 設計 は ， 地盤 も

含 め た 上
・
下部工 の 全体系 モ デ ル に よ り，加速度応答 ス ペ

ク トル を用 い た応答解析 を行 い ，得 ら れ た 反力 を下 部工 モ

デル に 外力 として 与え，安定計算を行 うもの で ある。長大

橋梁 の 下部工 は 巨大 に な り，そ れ が負担す る荷重 よ り 自重

がは る か に 大 き く，耐震設計 い か ん に よ り，そ の 構造寸 法

が決 ま る だ け に ， 下部工 に と っ て 耐震設計は ， 最大の 問題

で あ っ た。

　2．2　自然 環 境 に配 慮 した 計 画，設計， 施 工

　鷲羽山を トン ネ ル に ， 櫃石 島橋， 岩黒 1島橋を斜張橋 とす

る 計画 に つ い て は す で に述 べ た が， こ の ほ か 塔 ・橋脚 の 形

状 に っ い て は 慎重 に配慮 され た 。

　橋梁 の 色彩 は，ライ トグ レ
ー （NZ5 ） で，瀬戸内海 の

空 ・海 ・島 に な じ み，コ ン ク リ
ー

ト構造 と の 一体感 を 与 え

て い る。

　な お，二 段双設 の 鷲羽 山 トン ネル は，土被り最大30m ，

二 段 の トン ネ ル の 上下 純 間 隔 2 〜 6m で，下津井 瀬戸 大橋

の ア ン カ レ イ ジ の トン ネ ル に も近接す る ， き わ め て難 しい

施工 で あ っ た が ， トン ネ ル 相互間の 安定に か か わ る 各種計

測，予 測 ，施 工 の シ ス テ ム を開発 し， 所期 どお り完成 で き

た 。

　2．3　道路鉄道併用 ， 長径間化 に 対応 した材料，構造，

　　　 製作 面 に お け る開 発

　道路鉄道併用，長径間化 に 伴 い，設計活荷重が大 き い こ

と，二 層構造 に 鉄道空間 を確保す る こ と，所 要 剛度が 大 き

い こ と な ど の た め ， 死荷重 は著 し く増大する 。 死荷重軽減

の た め，道路 の 床版 を鋼床版 と し，特殊舗装を採用す る ほ

か，調 質高張 力鋼板 を相 当量 用 い た 。

　調質高張力鋼は ， 材料 の 特性 か ら列車 の 繰返 し荷重 に よ
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る溶接部の 疲労対策が不可欠 で あ る 。 こ の た め ， 動的荷重

振幅400 ［1，世界最大級 の 大型疲労試験機 を製作，実験 を

重 ね て 溶接欠陥 の 少 な い 溶接法 を開発 し，ま た 製作 され た

部材 の 非破壊検査手法 を確立 ， 疲労 に 対 して も安全 な構造

部材 の 製作を可能 に した。

　また，支承等 で の 大 きな反力 や 移動量 に 対応す る た め ，

耐久性 の 高 い 大型鋳鋼品，鋳鋼と鋼板 の ハ イ ブ リッ ド構造

の サ ドル ，揺動確 認 試 験 を経 た タ ワ ーリン ク な どの 設 計製

作技術 の 確立をは か っ た。

　 2．4　列車 の 走行安定性 の 確保

　長径 問 吊 橋 は，た わ み や す い 構造 で あ D，列 車 の 走行 に

よ っ て補剛桁端部に大きな伸縮，角折れ を生 じ， 列車 の 走

行安全性 と乗 り心 地 に 問題 を 生ず る。こ れ に 対処 して ，補

剛桁 構造 に 連続形式を採用 し て ，そ の 発 生 箇所を少 な くし

側径問長を短 くして ，折れ 角の 値を で きる だ け 小 さくし

た。ま た，伸縮，角折れ を吸 収 す る た め，緩衝桁軌道伸縮

装置を開発 し，ア ン カ レ イ ジ部に 生ず る 伸縮，折れ 角 を最

大 ± 75cm ，　 IO％g ま で 可能 に した。

　 な お，列 車 の 走行 に よ る 吊橋 の 変形，振動 にっ い て も問

題 は な く， 道路面を走行 す る 自動車への 支障 もな い こ とが

確認 され て い る。

　 ま た，番 の 州高架橋 は ，支持層 が 深 く高橋脚 で あ り，高

架橋 の 振動特性 に よ っ て は，地震時 に お け る 列車 の 脱線 が

憂慮 され た。こ の た め，列車 の 振動周期 に 対 し，構造物 の

振動周期 を シ フ トさせ た ス パ ン 割 りを採用 し，シ ミ ュ レ ー

シ a ン 解析に よ り ， 走行安全 性 を検証 した 。

　 2．5 設置ケー
ソ ン エ 法の 選定 と要素工 程 にお け る技術

　　　 開 発

　 きび しい 施 工 環境 にお け る 現場施 工 は ， 現場作業量 を軽

減 し，工 期 を で きる 限 り短縮 し，安全 か っ 確実な 工 法 を選

択す る こ とが 肝要 で あ る。こ れ に は，単純化，省力化な い

し 自動化，大量化な い し大型化，高速化 した施 工 法 が決 め

手 に な る。

　瀬戸大橋 の 海中基礎11基 に は，設 置ケ ーソ ン 工 法が開 発 ，

選択 された。

　本 ル ートの 海 底 地 質 は，基 盤 が 花崗岩 で，表 層 5 〜15m

は風 化 して お り，場所 に よ っ て は 20〜30inの 堆積層 が あ

る 。 橋梁の 基礎 は，こ の 堆積層，風化岩 盤 を除去 し て，堅

固な 岩盤 に 支持 され な け れ ば な ら な い 。こ の 支持面 は 海面

下 10〜50m で あ り，周 辺 海域 の 最大潮流 は 5 ノ ッ トを越 え

る。ま た，基礎平面 寸法 の 最大 は，長 さ75m ，幅59m （南

備讃瀬戸大橋 の 四 国側 ア ン カ レ イ ジ）で あ る 。

　設置 ケ
ー

ソ ン 工 法は，  大型 の 自己昇降型 の 海上作業足

場 （必 要 に 応 じ避 難 可 能） に，ボ
ー

リ ン グ機械 を数 台据 え

て 海底 を削孔 す る ，   爆薬を装填 し て 発 破 し
， 岩盤 を破砕

す る，  破砕 した風 化岩を 大 型 グ ラ ブ船 で つ か み あ げ，運

搬捨土 する ，   露出 し た岩盤 の 表面 を， P 一
タ リ

ー
式 の 岩

　 　 　 　 た いら

盤掘削機 で 平 に 汢上げ る ，   工 場 で 製作 した 鋼製ケ
ー

ソ ン
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を曳航し，所定の 位置 に据 えつ け る．  大径 の 骨材を投入

す る ，   海水 で 満 た され て い る 空 隙 を ，
モ ル タ ル で 置 き換

え る ， とい う工 法で ある 。

　以上 の 要素 工 程 に は，っ ぎの よ うな技術開発な ど が行 わ

れ ，す ぐれ た成果をお さめ た
。

　  　大水深下 で，周辺 へ の 影響 （魚，船舶，近接す る 石

　　油精製プ ラ ン トな ど）を最小 限 に し， 確実に 発破 を行

　　 うこ と の で きる耐水性爆薬 ， 起爆 シ ス テ ム （超音波 ，

　　電磁誘導，秒差段発有線起爆法）な ど

　   　2Gm3 級 （土砂用） と 10m3 級 （岩盤用） の バ ケ ッ

　　 トを使 い 分け る，大型グ ラ ブ船に よ る掘 削

　  　 卩
一タ リー式大 口 径 （2．5m ）掘削機 に よ る 底両仕

　　上 げ

　  　最大長 さ75m ， 幅59n1， 高 さ55m ， 質量約 16  t

　　 の 鋼製 ケ
ー

ソ ン を，所定位置に精度よ く据え つ け る 位

　　置決 め沈設 シ ス テ ム ーケー
ソ ン 側 に 130t 容量 の ウイ

　　 ン チ 8 台 を装備，．3　OOO　t フ ロ
ー

テ ィ ン グ ・ク レ
ー

ン 船

　　が 介添 し，ケ
ー

ソ ン の 平面位置，吃水，傾斜 を連続自

　　動測定 して，そ の 測定値 をケ
ー

ソ ン 作業管理室内の テ

　　 レ ビ画面上 に表示 し，ウイ ン チ の 操作，ク レ
ー

ン の 操

　　作 を有機的 に 行 っ て 沈 設 す る。

　  高品質 の モ ル タ ル を連続して急速， 大量 に供給（240

　　 m31h ）し得る大型プ ラ ン ト船

　 2．6　長 径 間 吊橋 な どの 上 部工 架設 工 法 に おけ る技術 開

　　　 発

　   　フ リ
ー

ハ ン グ工 法に よ る パ イ ロ ッ トロ
ープ の 新しい

　　渡海工 法
一

ク レ
ー

ン船 で ロ
ープ に張力 をか け ， 空 中 を

　　渡海 させ る 方法 で ， 航行船舶への 支障を最小限 に と ど

　 　 めて い る。

　  　道路鉄道併用，長径間化 に伴 い，ケ
ーブ ル 長が 長く

　　太径 化す る こ とに対応 し た プ レ ハ ブ・
ス トラ ン ド（PS）

　　 工 法
一127 本 の 素線 の 端部 を ソ ケ ッ ト 付 け し た ス トラ

　　 ン ドを，工 場で 製作 し て 現髪 に 搬入 し，ポ ーリン グ ・

　　 シ ス テ ム で 引き出 し，こ れを集成 し て ケ
ー

プル に 仕上

　 　 げ る。

　   下津井瀬戸大橋の 鷲羽 山 へ の トン ネ ル 式ア ン カ レ イ

　　 ジ に対応 して 定着ス トラ ン ド数を少 な くす る こ と の で

　　 きる エ ア ・ス ピ ニ ン グ （AS ）工 法
一

素線 の ま ま架設 し，

　　現場 で ス トラ ン ドす る工法で ， こ こ で は 44の ス トラ ン

　　 ドそれ ぞ れ が 552本 の 素線で構成 され て い る 。

　   　塔，補剛桁，ア ン カ
ー

フ レ
ーム な ど の 大 ブ ロ ッ ク 架

　　設 エ 法
一

実績 の 最大 は 2 隻の フ ロ
ー

テ ィ ン グ ・ク レ
ー

　　 ン 船 に よ る長 さ185m，質量 6100t の 架設

　   補剛桁架設 に お け る 逐次剛結 工 法

　 2．7　その 他

　以 上 の ほ か ，工 事中お よ び完成後 に おける 航行船舶 の 安

全 対策， 早 es　IC に お け る 軟弱地盤処理，番 の 州高架橋に

お け る リバ ース エ 法 に よ る杭径 3m ，最大杭長73m の 揚所

4

打ち 杭基礎の 施工 ， 鋼床版 の 変形 に追従で き，耐疲労性，

耐流動性 の す ぐれ た鋼床版舗装，防錆力，耐久性 の 高い 長

期防錆型塗料 と塗装 ， 橋梁の 動態観測， ア クセ シ ビ リテ ィ

の 高 い 点検補修用作業車 の 設置な ど を含め た維持管理 シ ス

テ ム な どが あ げ られ る 。

3． 経済社会的意義な ど

　児島 ・坂出 ル
ー

トは ，今世紀中 の 完成 をめ ざ し て い る 神

戸 ・鳴門ル
ー

ト，尾道 ・今治 ル
ー

トとともに，高規格幹線

道路網 の
一
環 と し て ， 第 四次全国総合開発計画 （昭和62年

6 月）の 目標とす る多極分散型国土 の 形成 ， そ の 達成の た

め の 交流ネ ッ トワ
ーク構想の推進 に大きな役割を果たす。

　児島 ・坂出 ル
ート， 瀬戸大橋 の 開通 は ， 海上 交通 へ の 依

存度 の 高い 瀬戸内海地域 の 交通体系 を， 画期的に改善する

もの で あ る。す な わ ち，風 霧，波浪な ど の 気象条件に大

きく左 右 され て きた本州 四 国間 の 交通 は， 「い つ で も，き

まっ た時間 で」 の 交通 が可能 とな り，また乗り換 え，積 み

換えの 不便 さが なくな b，交通所要時間 が 大幅 に 短縮 され

る 。 例え ば， 倉敷 ・坂出間の 乗用車に よ る所要時間は ，
フ

ェ リ
ー利用で約 2時間を要す る が ， 走行速度の 上昇， 乗 り

換え ， 待ち時間の 解消な どに よ り， 約40分 と 3 分の 1 に短

縮 され る。ま た ， 岡山 ・坂出間 の 鉄道旅客 の 所要時間は，

宇高連絡船利用 の 約 2時間40分 が ， 約 40分 と 4 分 つ 1 に短

縮され る。

　こ れ に よ り，中国 ・四 国地域 は，瀬 戸内海 に よ っ て隔て

られ て い る と い う地理的条件を克服 し，関連 す る交通施設

の 整備 とあ い ま っ て，両 地域 が一体 とな っ た産 業発 展 の 基

盤が整 うこ と と な り， 産業 の 活性化を通じ て生産所得の 増

加が促され よ う。 す な わ ち，  野菜 ， 果物，花卉，魚介類

な ど農水産物 の 流通条件 の 改善 ， 市揚 圏 の 拡 大 ，  地 域 の

特性 に応 じた 工 業 の 展開，産業構造 の 多様化，  消費需要

の 増大，関係地域相互 間 の 交流 の 活発化 に よ る 商業，サ
ー

ビ ス 機能 の 向上 な ど，産業 の 振興 が 期待され る。

　
一

日行動圏 が拡大 し，一
衣帯水 の 両岸諸都市相互間，地

域 間 の 機能的分担，有機的連携 が 強 ま り，生 活 圏 の 拡大 と

生活 の 利便性向上 に 寄与す る
。

こ れ に よ り， 地域の 産業発

展 と あ い ま っ て ， 人 口 の 定着を促進 し，安定 した漬力 あ る

地 域社会 の 形成 が は か られ よ う。

　 ま た ， 知名度が高い 瀬戸内海国 立 公園 に
， そ の すぐれ た

自然に融合 し， 技術の 粋を集め た瀬戸大橋が誕生 した こ と

は ，新 た な景観資源 と して ， 観光 レ ク リエ
ー

シ ョ ン需要 を

生 む こ と に なろ う。 関連地域は ， 資源 に恵まれ な が ら， 必

ず し も有効 に生 か され て こ な か っ た。こ れ か らは，関連公

共施設，海洋 リ ゾー
ト基地，そ の 他諸施設 の 整備 と あい ま

っ て，関連地域 の 魅力 は 飛躍的 に 高 まる こ とに な ろ う。 そ

して，日本海
一

瀬戸内海
一

太平洋 は じめ，広域的か っ 多様

な ル
ートが展開 され よ う。瀬戸 大橋 は，そ の 枢要部 を 占め

る 。

土 と基礎，36− 5 （364）
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　こ こ で，本州 四 国連絡道路 ， 瀬戸 中央 自動車道 は ， 有料

道 路制度 に よ っ て ， は じ め て今日完成 をみ た もの で あ る こ

と を強調 し て おきた い 。そ の 建設 に要す る資金 は，借入金

が大部分で ， 総合金利を 6．　149％ とす る よ う， 出資金 が 国

お よび 関係地方公共団体か ら 2 ：1 の 割合で 投入 されて い

る 。 借入金 は ， 政府引受債，政府保証債， 政府保証借入

金，縁故債 （地方公共団体あ っ せ ん）お よ び民間借入金 に

よ っ て 調達 され，多様 な 民間資金に よ っ て い る 。 こ の 建設

に要 し た費用 ， こ れ か ら の 維持管理費，調達資金 に か か わ

る利息等 の 費用 は ， 利用者が負担す る こ と に な る 。 そ の 料

金 は ， 道路整備特別措置法，本州四 国連絡道路 の 料金制度

に っ い て の 道路審議会 の 答申な ど に基 づ き，  料金収入 に

よ っ て
一

定期間内 に 上記 の 費用を償 う償還主義，  便益 の

範囲内で 料金 を設定す る とい う便益 主 義，  国土開発上 の

役割 ， 計画の
一

体性，機能 の 代替性 ， 利用者負担 の 公平 な

どか ら 3 ル
ー

トの 料金 プー
ル 制，  全路線画一対距離料金

制 （陸 上部と接続す る 高架橋等 を含 め た 海峡部 とに 区分，

車種ご と）に よ っ て 設定 され て い る 。

お わ り に

　児島 ・坂 出 ル
ー

ト，瀬戸大橋 （瀬戸中央 自動車道お よ び

本四備讃線） の 開通 と と もに ，そ の 管理 が 始 ま る。

　安全 で快適 に 利用 い た だ け る よ う万全 を期 し，瀬戸 内海

の 自然 に調 和 した 貴重 な資産，きび し い 環境に あ る 長大橋

梁群 を21世紀，
22世紀 へ と 保 全 し ， そ の 機能 の 維持向上 に

最善 をつ くさ な け れ ば な ら な い 。

　ま た，明石海峡大 橋，来島大橋， 3 ル
ー

トの 完成 に 向げ ，

こ れまで の 経験 の うえ に
， 全力 を 傾注 し，21世紀 へ の か け

橋 を立派 に仕 上 げ，次 の 世代に 引き継 い で い か な けれ ば な

らな い 。

　本ル
ートの 完成 は ，

い わ ば 21世紀へ 向け て の 薪 た な出発

を意味す る。

　長年 に わ た り，ご指導 い た だ い た 皆様方 に 心 か ら厚く御

礼申 し あ げ，こ れまで に も増 した ご支援を お願 い す る 次第

で す 。
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